
校長講話⑯「幸福論５（収入、健康、安全）」 

令和７年１２月５日 

 

みなさん、おはようございます。これまで、ウェルビーイングの５つの柱について話して

きました。「ポジティブ感情」「没頭」「生きがい」「達成」「人間関係」。この５つは心の幸福

を支える大切な柱ですが、今日はそれらの柱を支える、その土台となる「収入・健康・安全」

についてお話します。 

 

まずは収入です。お金と幸福の関係は、昔からさまざまな意見がぶつかるテーマです。「幸

せにお金は関係ない」という人もいれば、「いや、お金こそ幸福の条件だ」という人もいま

す。しかしこの２つの意見は、どちらも「半分は嘘で、半分は本当」です。そして、この二

極のどちらかだけを信じて議論を続けることは、実はあまり意味がありません。大切なのは

どちらの側面も同時に理解することです。 

まず、「お金は幸せに関係ない」という主張は、厳密には嘘です。人が「安心して生きら

れる」と感じるためには、最低限の収入が必要です。食べるものや住む場所があり、学費や

医療費が払えること。毎日の生活がなんとかなるという見通しがあるだけで、人の心は驚く

ほど軽くなります。生活が成り立たない経済状況では、人との良い関係や生きがいがあった

としても、頭の片隅には常に「お金が足りない」という不安が居座ります。これでは、幸福

とは言いにくい状態です。また、ある程度のお金があるからこそ、趣味に没頭したり、新し

いことにチャレンジしたりすることができます。お金、収入は幸福の土台の一部であり、ど

う稼ぎ、どう使うかによって、幸福の５つの柱とも深く関係していきます。 

一方で、「お金があれば幸せになれる」という主張も、厳密には本当ではありません。収

入は、ある一定のラインまでは増えれば増えるほど幸福感を感じますが、それを越えると、

収入が増えても幸福感の伸びはほとんど変わらなくなります。場合によっては、かえって人

と比較したりプレッシャーが増え、幸せを奪う原因になることさえあります。だから大金持

ちを必要以上にうらやましがる必要はありません。 

そして、将来就職したときに、給料の額だけで人生の価値を決めて欲しくありません。同

じくらいの給料であっても、どんな仕事をし、どんな人たちと働き、自分の仕事にどんな意

味を感じるかによって、幸福度は大きく変わります。また、これから仕事を選ぶときには、

「お金だけ」ではなく、自分が納得できる働き方かどうかという視点をぜひ大事にしてほし

いと思います。 

 

次に健康面です。みなさんは高校生で身体的な能力が最も高い時期にあります。身体的に

少々の無理をしても大丈夫な時期と言えますが、飲酒や喫煙が認められていないのはなぜ

でしょうか。この時期の不健康な生活は将来の健康を大きくそこなうことになるからです。

だからこそ、飲酒や喫煙をしないことに加えて、規則正しい生活、特に食事、運動、睡眠は

大切です。幸福を支える土台として、今から積み上げていくものです。特に高校生のうちは、

健康を軽く見がちです。夜中までスマホを見て睡眠不足になる、朝食を抜く、間食が多い、

運動をせず家でゴロゴロしている、そんな生活をしていませんか？そんな生活を続けてい

ると体は確実にダメージを受け続けていきます。健康は「気合」や「根性」でどうにかなる



ものではありません。食事・運動・睡眠、この３つの生活習慣の積み重ねだけで、寿命はか

なり違ってきます。では、なぜ違ってしまうのか。理由はとてもシンプルで、身体の細胞は

毎日入れ替わっているからです。皮膚、筋肉、血管、ホルモン、脳の神経回路……。これら

は、普段の食事でつくられ、運動で鍛えられ、睡眠で修復されます。つまり、健康とは「後

から取り返す」のではなく、毎日の生活そのものが「未来の自分の体」になっているのです。 

健康の土台が崩れると、幸福の柱をどれだけ大切にしても支えきれません。友人関係も、

生きがいも、挑戦も、心の余裕も、健康を失えばすべてが揺らいでしまいます。逆に、健康

が安定しているだけで、心は軽くなり、前向きに物事に取り組めるようになります。そして

何より、健康とは「やりたいことを、やりたい人たちと、できるだけ長く続けられる力」で

す。若いうちに正しい習慣をつくれば、みなさんの未来は確実に良い方向に向かいます。こ

れは大げさでも脅しでもなく、統計で示されている現実です。 

 

最後に考えたいのが「安全」です。ここでいう安全は、心の安心や居場所感とは少し違い

ます。もっと根源的で、もっと現実的なもの。つまり、命や身体が危険にさらされずに生き

られるという前提条件です。 

人類の歴史を振り返ると、戦争や飢饉、暴力や略奪が日常のように存在する時代が長く続

きました。現代に生きる私たちは、あまり意識していませんが、実は「命の危険がほとんど

ない国で育つ」ということ自体が、歴史的にはとても恵まれています。しかし、世界に目を

向けると、今まさに戦争が起きている地域があります。学校に通っていた子どもが、ある日

突然ミサイルによって命を奪われたり、家族と生きて帰るかどうかわからない避難生活を

送ったり、そんな現実が世界のどこかで毎日起きています。戦争状態では、ウェルビーイン

グどころか、「今日、生きられるかどうか」がすべてになります。幸福の柱を立てる余裕な

ど一瞬で消え去り、生存そのものが人生の中心になってしまいます。 

また、戦争ではなくても、犯罪や暴力に巻き込まれることも同じです。犯罪や暴力で自分

の体や心が傷つけられる危険があると、人は本能的にストレス状態になり、学ぶことや夢を

追うことどころではなくなります。さらに、日本は比較的治安が良い国ですが、それでも犯

罪が全くないわけではありません。つまり「安全」とは、命の心配をせず、学校に通い、友

人と話し、将来を考えることができる、その状態こそが人間が幸福を追求するためのスター

トラインです。そして私たちは「安全が当たり前」と思わず、むしろこの前提条件が整って

いることを「ありがたいこと」として自覚することが大切です。同時に、自分の身を守る行

動、危険を避ける判断、犯罪に巻き込まれないための知識を持つことも、幸福の土台を守る

大切な力です。 

 

こうした「収入・健康・安全」という土台の上に、これまで話してきたウェルビーイング

の柱が立ちます。みなさんには、まず自分の土台をしっかり築き、そしてその上に自分らし

いウェルビーイングの柱をゆっくり育ててほしいと思います。 

五回にわたる幸福論はこれで終わります。 


